
学術フォーラム「米国科学技術政策の転換、その影響を考える」について 

 

1. 開催日時：令和 7 年 10 月 5 日（日）13 時～17 時 

 

2. 開催場所：日本学術会議講堂およびオンライン（YouTube） 

 

3. 開催趣旨：Web サイト参照（https://www.scj.go.jp/ja/event/2025/386-s-1005.html） 

 

4. 後援団体：生物科学学会連合、日本宗教研究諸学会連合、日本地球惑星科学連合、日

本哲学系諸学会連合、科学技術社会論学会、日本天文学会、日本物理学会、日本学術

振興会、国立研究開発法人科学技術振興機構、宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究

所、高エネルギー加速器研究機構、国立環境研究所、自然科学研究機構国立天文台 

 

5. コーディネーター、登壇者・パネリストと発表演題 

 

コーディネーター： 

中村 征樹（日本学術会議第一部会員／大阪大学全学教育推進機構・教授） 

標葉 隆馬（日本学術会議連携会員／慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科・准

教授） 

野尻美保子（日本学術会議連携会員／大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究

機構 素粒子原子核研究所 教授） 

 

登壇者・パネリストと発表演題： 

遠藤 悟（元日本学術振興会職員）： 

話題提供１「トランプ政権下の米国の科学技術政策の動向」 

阿曽沼明裕（東京大学大学院教育学研究科・教授）： 

 話題提供２「米国研究大学のこれまでと抱える課題」 

杉本舞（日本学術会議連携会員／関西大学社会学部社会学科・教授）： 

話題提供３「日本と米国の科学技術政策の今後－第７期科学技術・イノベーショ

ン計画をめぐる議論から」 

福本江利子（東京大学大学院総合文化研究科・講師）： 

 話題提供４「米国の科学技術政策の変容と人文学・社会科学」 

 

常田佐久（日本学術会議連携会員／千葉工業大学 天文学研究センター・所長）： 

 「米国における大型科学計画」 

北島薫 （日本学術会議第二部会員／京都大学大学院農学研究科・教授）： 



 「生態学・生物多様性科学」 

谷本浩志（日本学術会議連携会員／国立環境研究所地球システム領域・領域長）： 

 「地球環境観測」 

小柳義夫（日本学術会議連携会員／京都大学国際高等教育院・特定教授）： 

 「感染症」 

 

6. 参加人数： 

コーディネーター、登壇者：11 名 

その他の参加登録者：現地 50 名、オンライン 253 名 

 

7. 「第 7 期科学技術・イノベーション基本計画に向けての提言」に関連する話題提供に

ついて： 

話題提供 3「日本と米国の科学技術政策の今後―第 7 期科学技術・イノベーション

基本計画をめぐる議論から―」では、杉本が学術体制分科会幹事の立場から、また科

学史の専門家の立場から「第 7 期科学技術・イノベーション基本計画に向けての提

言」を基礎として、内閣府 CSTI 基本計画専門調査会による中間とりまとめや論点

（案）および米国の科学技術政策の現状に即した論点の整理を行った。発表では基礎

的・理論的研究の持続的支援や学術の公共性を重視すべきと指摘し、日本学術会議の

「提言」は、より長期的・協調的な価値観を提示している点に意義があると論じた。

また、米国科学技術政策の不確実性をふまえ、研究者コミュニティが自律的に学術を

維持・発展させる体制の必要性を強調した。加えて国際的なネットワークづくりがリ

スク分散と研究発展の双方に寄与することを歴史的観点から指摘し、科学技術外交を

担う人材育成の重要性を述べた。総じて本話題提供では、経済的・競争的志向が強ま

る科学技術政策に対し、学術の公共性・協調性を重んじ、人文社会科学を含む多様な

知の基盤を維持・拡張することの意義を訴えた。とくに、生成 AI や地政学的リスクが

増すなかでは、自由で自律的な研究コミュニティの形成と国際的な学術協働の推進こ

そが、社会と人類の持続的発展に不可欠であると指摘した。 

 

 


